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人 口 ・ 面 積( 54. 2. 1)
世 帯　　　　　207, 564
人 口　　　　　628, 334

男　　　　　　318, 069
女　　　　　　310, 265

面積　　　　　53. 25k㎡
人口密度　　　11, 799人/ k

㎡

あなたも スポーツ
し て み ま せ ん か!

総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン

タ
ー

の
中
心
施
設

総
合
体
育
館
四
月
オ
ー
プ
ン

―
―
プ
ー
ル
・
陸
上
競
技
場
等
屋
外
施
設
も
引
き
続
き
建
設―
―

区
民
の
皆
さ
ん
待
望
の
総
合

体
育
館
が
、
い
よ
い
よ
四
月
か

ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。体
力
づ

く
り
、健
康
づ
く
り
が
話
題
の

ト
ッ
プ
を
占
め
る
今
日
、老
若

男
女
す
べ
て
の
皆
さ
ん
の
、健

康
を
願
っ
て
完
成
し
た
総
合
ス

ポ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
中
心
施
設

で
す
。
思
い
っ
き
り
い
い
汗
を

か
い
て
く
だ
さ
い
。

区
民
の
健
康
・
体
力
づ
く
り
や
ユ

ポ
ー
ノ
の
た
め
の
大
規
模
施
設
と
し

て
、か
ね
て
か
ら
計
画
さ
れ
、工
事

が
進
め
ら
れ
て
き
た
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
の
一
部
が
、四
月
か
ら
い

よ
い
よ
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

今
回
完
成
す
る
の
は
、こ
の
総
合

ユ
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
中
心
施
設
と

な
る
総
合
体
育
館
、
そ
れ
に
六
面
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
(
練
習
ボ
ー
ド
ニ
面

つ
き
)
で
す
。

こ
の
あ
と
引
き
続
き
、
屋
外
施
設

と
し
て
五
十
メ
ー
ト
ル
の
本
格
的
プ

ー
ル
と
、
幼
児
用
の
プ
ー
ル
、
い
ま

流
行
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ー
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
ス
(
体
力
づ
く
り
公
園
)
、
三
百

メ
ー
ト
ル
の
陸
上
競
技
場
、
児
童
球

技
場
、そ
の
他
自
由
運
動
広
場
な
ど

が
、
順
次
建
設
さ
れ
て
い
く
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

は
、
東
保
木
関
町
の
都
立
溯
江
高
校

の
東
側
、
地
元
の
溯
江
・
花
畑
東
部

両
土
地
区
画
整
理
組
合
の
土
地
提
供

に
よ
っ
て
造
成
さ
れ
た
、
約
五
万
三

千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
都
市
公
園
の
中

に
で
き
ま
す
。
計
画
さ
れ
た
全
施
設

が
完
成
す
る
と
、
体
育
施
設
と
公
園

施
設
が

】体
と
な
っ
た
、緑
の
中
の

一
大
運
動
公
園
「
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
」
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な

り
、
都
内
で
も
有
数
な
公
営
体
育
施

設
と
な
り
ま
し
I
つ
。

総

合

体

育

館

の

あ

ら

ま

し

こ
の
た
ぴ
開
設
さ
れ
る
総
合
体
育

館
は
、
地
上
五
階
、地
下
一
階
、延
約

九
千
平
方
メ
ー
ト
ル
(
実
質
有
効
利

用
面
積
一
万
四
百
平
方
メ
ー
ト
ル
)

と
た
い
へ
ん
大
き
な
も
の
。
バ
ス
ヶ
y

ト
ボ
ー
ル
ニ
面
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

三
面
が
十
分
と
れ
、
各
顧
体
育
大
会

な
ど
に
も
利
用
で
き
る
大
体
育
室
、

卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
ほ
か
バ
レ

ー
・
バ
ス
ヶ
y
卜
に
も
使
え
る
小
体

育
室
、
そ
れ
に
広
々
と
し
た
剣
道
堝

や
柔
道
場
、
屋
上
参一
活
用
し
た
洋
弓

撃
用
の
弓
道
場
、
地
下
の
エ
ア
ラ
イ

フ
ル
堝
な
ど
、
ポ
ピ
タ
ブ
ー
な
ス
ポ

ー
ツ
な
ら
、
ほ
と
ん
ど
で
き
る
総
合

施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
の
ほ
か
、
こ
の
総

合
体
育
館
の
大
き
な
特
色
と
し
て
、

各
種
の
体
育
機
器
夲
‘使
っ
て
楽
し
み

な
が
ら
手
軽
な
ト
レ
ー

ーン
グ
の
で

き
る
ア
ス
レ
チ
y
ク
ル
ー
ム
、
体
力

診
断
や
体
力
づ
く
り
処
方
、
各
種
ス

ポ
ー
ツ
相
談
に
心
じ
る
ス
ポ
ー
ツ
体

力
相
談
室

、
汗
を
か
く
こ
と
に
よ
っ

て
新
陳
代
謝
を
促
進
す
る
ス
ポ
ー
ツ

サ
ウ
ナ
室
、
利
用
者
の
託
児
を
兼
ね

た
幼
児
体
育
室
な
ど
を
備
え
、
区
民

の
「
健
康
、
体
力
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」(

ト
リ
ム
セ
ン
タ
ー
)
と
し
て
の

、

性
格
を
も
た
せ
た
こ
と
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
雎
も
が
気
軽
に
楽
し
む
こ

と
か
で
き
ま
す
。

ま
た
、軽
食
堂
、売
店
、ホ
ー
ル
、

談
話
コ
ー
ナ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

室
、
会
議
室
な
ど
を
設
け

、
申
に
ス

ポ
ー
ツ
や
体
力
づ
く
り
を
す
る
だ
け

で
な
く
、
区
民
相
互
の
交
流
の
場
と

し
た
こ
と
も
特
色
の
一
つ
で
す
。

一
方

、
身
障
者
の
方
々
に
も
で
き

る
限
り
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

建
物
の
内
部
、
外
郎
を
問
わ
す
、
必

要
な
箇
所
に
ス
ロ
ー
プ
を
つ
け
た
ほ

か
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
専
用
便
所
、

専
用
更
衣
室
な
ど
ふ一
設
け
ま
し
た
。

な
お
、
そ
の
ほ
か
、
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
は
、
区
の
防
災
サ
ブ
セ

ン
タ
ー
と
な
っ
て
お
り
、
館
内
に
は

緊
急
尸
y
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
が
、

ま
た
敷
地
内
に
は
五
十
万
人
分
の
応

急
飲
料
水
の
貯
水
槽
や
、
一
時
避
難

広
場
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

各
種
教
室

こ
の
総
今
ス
ポ
ー
ツ
セ
ヽ
y
タ
ー

は
、
単
な
る
貸
し
施
設
で
あ
る
だ
け

で
な
く
、
施
設
自
体
が
自
主
事
業
と

し
て
、総
合
体
力
テ
ス
ト
な
ど
の
各

種
体
カ
テ
ユ
ト
、
ヘ
ル
ス
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
、
肥
満
者
や
高
齢
者
の
た
め
の

健
康
体
操
教
室
、
巾
学
生
の
た
め
の

移
動
体
育
教
室
、
健
康
・
体
力
づ
く

り
講
座
、
剣
道
、
テ
ニ
ス
、
バ
レ
ー

な
ど
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
、

い
ろ
と
り
ど
り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用

意
し
て
い
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
利
用
は
、四

月
三
日
か
ら
と
な
り
ま
す
が
、と
り

あ
え
ず
四
月
下
旬
ま
で
は
団
体
利
用

の
み
に
限
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
個

人
公
開
、
各
種
自
主
事
業
、そ
れ
に

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
利
用
を
含
む
全
面

オ
ー
プ
ン
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
の
初
日
の
四
月
二
十
九
日
か
ら
と

し
ま
す
。
団
体
で
使
用
す
る
方
も
、

佃
人
で
便
用
す
る
万
も
、
大
い
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、次
号
以
降
の
「区
の
お

知
ら
せ
」で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

施

設

の

概

要

所
在
地
　
東
保
木
間
ニ
ー
二
七
-
一

使
用
時
間
お
よ
び
料
金
　
上
表
参
照

休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
(
た
だ
し
月

曜
口
が
祝
日
ま
だ
は
振
り
替
え
休

日
に
あ
た
る
と
き
は
、そ
の
翌
日
)

年
末
年
始
(
十
二
月
二
十
(
日
～

一
月
四
日
)

申
込
方
法

▽
団
体
貸
切
使
用
=
・
使
用
す
る
日
の

二
か
月
前
か
ら

。
館
に
用
意
し
て

あ
る
使
用
申
請
書
に
必
要
事
項
ふ・

記
入
の
う
え
、
使
用
料
を
添
え
て

申
し
込
み
く
だ
さ
い

。
な
お
、
气

月
五
日
(
月
)
よ
り
受
付
開
始
。(

一
話
に
よ
る
予
約
申
込
も
可
)

▽
個
人
公
開
使
用
…
使
用
当
日
、
受

付
に
て
便
用
券
を
お
買
い
求
め
の

う
え
入
場
し
て
く
だ
さ
い
。

(
な
お
、
本
年
四
月
お
よ
び
五
月

を
除
き
、
毎
月
第
四
L
噌
日
を

「
区
民
無
料
公
開
の
日
苫

し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
サ
ウ
ナ
、
エ
ア
ラ
イ
フ

ル
場
、
庭
球
場
を
除
き
、
個
人
に

無
料
で
開
放
し
ま
す
)

問
合
せ
先
　

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
　
　
(

五
九
-
べ
。二

一

団
体
貸
切
使
用
の
申

込
受
付
開
始
は
、
三
月

五
日
(
月
)
か
ら
で
す
。

団 体 使 用

(
大
休
育
室
、剣
道
場
は
半
面
貸
し
可
能
、会
議
室
は
三
分
の
一
貸
し
可
能
)

個 人 使 用

便 利 に な る 交 通 機 関

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
の
開
設
に
と

も
な
い
、
新
た
に
い

く
つ
か
の
路
線
バ
ス

が
運
行
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
総
合
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ま
で

の
足
か
と
て
も
便
利

に
な
り
ま
す
。

な
お
、
竹
の
塚
駅

よ
り
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
ま
で
は
、

徒
歩
だ
と
約
二
十
五

分
か
か
り
ま
す
。

▼
竹
の
塚
駅―
車
検
場―
総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
入
ロ
―
稜
瀬
駅
　

(
既
設
)

▼
竹
の
塚
駅
―
保
木
闡
公
園
―
総

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
前
―
綾
瀬

駅
(
既
設
)

▼
竹
の
塚
駅
―
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
(
四
月
一
日
よ
り
運
行
予

定
)

▼
竹
の
塚
駅
―
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
前
―
第
三
都
住
―
竹
の
塚

駅
(
四
月
一
日
よ
り
運
行
予
定
)

すずかけ
心
の
ど
こ
か

に
、私
た
ち
は

「
ふ
る
さ
と
」

を
も
っ
て
い
る

も
の
で
す
。私

た
ち
の
足
立
に

も
培
わ
れ
た
歴

史
が
あ
り
、
風
俗
、
自
然

、
人
情

が
あ
り
ま
す
。
忘
れ
か
け
て
い
た

も
の
に
、
あ
る
日
ふ
と
気
が
つ
い

て

、
心
の
休
ま
る
の
を
覚
え
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

「
新
修
足
立
区
史
」
が
昭
和
四

十
二
年
に
刊
行
さ
れ
て
か
ら
約
十

年
が
た
ち
ま
し
た
。
足
立
区
も
都

市
化
の
急
速
な
進
行
に
よ
っ
て
、

つ
き
つ
き
と
貴
重
な
自
然
や
歴
史

が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
「先
人
の

苦
労
を
新
し
い
視
野
か
ら
記
録
す

る
区
史
の
刊
行
や
こ
と
の
区
議
会

の
要
望
も
あ
り
、区
史
に
は
出
て

い
な
い
、古
老
の
昔
話
、風
俗
の

変
り
万
、時
代
の
進
歩
の
裏
話
な

ど
を
集
め
、
気
軽
に
読
ん
で
い
た

だ
け
る
も
の
と
し
て

、
今
回
「
足

立
の
今
昔

」
を
ま
と
め
ま
し
た
。

明
日
の
足
立
を
背
負
う
青
少
年

諸
君
を
含
め
て
、
広
く
区
民
の
皆

さ
ま
に
ご
愛
読
い
た
だ
け
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
刊
行
に
あ
た
っ
て
ご
協

力
い
た
だ
い
た
多
数
の
区
民
の
方

々
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

足
立
区
長
　
長
谷
川
久
勇

発
売
し
ま
す

「
足
立
の
今
昔
」

足
立
区
史
が
出
さ
れ
て
か
ら
十

年
以
上
が
た
ち
ま
し
た
。区
民
の

方
々
か
ら
区
史
再
版
の
希
望
を
い

た
だ
く
こ
と
も
多
く
、ま
た
区
議

会
か
ら
も
「穀
倉
で
あ
っ
た
足
立

区
は
、昔
日
の
面
影
は
な
く
な
っ

た
。区
の
発
展
と
農
業
史
の
繝
さ

ん
を
」と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
一
昨
年
か
ら
古
老
の
方

々
に
、
座
談
会
や
佃
別
面
接
を
お

願
い
し
た
り
、
古
い
資
料
を
お
持

ち
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
き
ま
し
た
。そ
れ
ら
を
も
と
に
、

気
軽
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

な
も
の
を
と
、
こ
の
た
び
「
足
立

の
今
昔
」
と
し
て
刊
行
し
、
次
に

よ
り
発
売
し
ま
す
。

頒
価
　
千
五
百
円

発
売
日
　
三
月
五
日
以
降

発
売
場
所
　
区
役
所
五
階
広
報
課

あ
な
た
も
ど
う
ぞ

施
設
見
学
会

区
の
施
設
に
つ
い
て
、理
解
と

認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

区
で
は
施
設
見
学
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

今
回
は
、都
の
施
設
を
含
め
て

実
施
し
た
前
回
の
施
設
見
学
会
が

大
変
好
評
で
し
た
の
で
、同
じ
コ

ー
ス
で
再
度
実
施
し
ま
す
。ふ
る

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
三
月
二
十
七
日
(
火
)
・

ニ
ナ
(
日
(
水
)
の
二
口
間
(
各

H
と
む
、午
前
九
時
一
一
十
分
ま

で
に
区
役
所
前
集
合
。午
後
三

時
三
十
分
頃
区
役
所
前
解
散
)

参
加
資
格
　
区
内
在
住
の
爾
二
十

歳
以
上
の
万

見
学
施
設
　
足
立
清
掃
工
場
・
竹

の
塚
温
水
プ
ー
ル
・
小
台
処
理

場
・
小
台
児
童
館
(
老
人
館
)

定
員
　
一
日
二
十
名
、計
四
十
名

(
た
だ
し

、
応
募
者
多
数
の
堝

合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
)

申
込
期
間
　
三
月
五
日
(
月
)
～

九
日
(
金
)

参
加
費
　
無
料
(
昼
食
は
、
こ
ち

ら
で
用
意
し
ま
す
)

申
込
方
法
・
申
込
先
　
一

話
で
広

報
課
へ

。

お
忘
れ
な
く

米
飯
提
供
業
者
登
録

営
業
用
に
ご
飯
を
扱
っ
て
い
ろ

方
で
、米
飯
提
供
業
者
の
登
録
卆

ま
だ
し
て
い
な
い
方
は
、
お
早
め

に
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の
　
印
鑑
、
保
健
所

の
営
業
許
可
証
、
手
数
料
千
五

百
円

受
付
・
問
合
せ
先
　
消
費
生
活
係

保
留
地
を
処
分
し
ま
す

花
畑
町
土
地
区
画
整
理
組
合
で

は
、
保
留
地
(
宅
地
)
を
処
分
し

ま
す
。

入
札
日
時
　
三
月
卜
四
臼
(
水
)

午
前
卜
時
～
午
後
一
時

区
画
　
十
三
区
画
(
七
〇
・
五
平

方
メ
ー
ト
ル
～
二
(
五
・
二
平

方
メ
ー
ト
ル
)

現
地
案
内
日
　
三
月
十
日
・
十
一

日
　
午
前
十
時
～
午
後
四
時

入
札
場
所
・
問
合
せ
先
　
花
畑
町

土
地
区
画
盤
理
組
合
(
花
畑
四

-
四
〇
-
一
　
　
八
五
〇
-
一
一
二

三
)



昭 和54 年3 月5 日区 の お 知 ら せ ( 2)

投 票 日 は4 月22 日 で す

足立区長・区 議 会議員 選挙
今
年
四
月
に
統
一
地
方
選
挙
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
二
十
二
日
に
行
な

わ
れ
る
区
長
選
挙
と
区
議
会
議
員
選
挙
は
、
わ
た
し
た
ち
の
最
も
身
近

な
問
題
を
区
政
に
反
映
さ
せ
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
選

挙
の
重
要
性
を
認
識
し
、
必
ず
投
票
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
も
一
票
を

昭
和
二
十
七
年
、
特
別
区
制
度
の

改
革
が
行
な
わ
れ
て
か
ら
、
区
畏
は

区
餓
会
が
都
知
事
の
同
意
を
得
て
選

任
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
地
方
自
治

法
の
改
正
に
よ
'
て
、
昭
和
五
十
年

か
ら
区
民
の
皆
さ
ん
が
、
直
接
選
挙

で
選
ぷ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

四
月
二
十
二
日
に
行
な
わ
れ
る
今

回
の
区
長
選
挙
は
、
法
改
正
後
二
度

目
の
選
挙
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
日
に
は
、
区
議
会
亀
員
を
選
ぷ
選

挙
が
同
時
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
に
最
も
身
近
で
、

関
係
の
深
い
大
切
な
選
挙
で
す
。

あ
な
た
も
貴
重
な
一
票
を
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。

投
票
の
で
き
る
要
件

▼
投
票
で
き
る
方

日
本
国
民
で
、
年
齢
濟
二
十
歳
以

上
(
昭
和
三
十
四
年
四
月
二
十
三
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
)
で
、
現
在
足

立
区
に
居
住
(
住
民
登
録
を
有
す
る
)

し
、
足
立
区
の
遇
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
。

▼
足
立
区
に
転
入
し
て
き
た
場
合

昭
和
五
十
四
年
一
月
十
日
ま
で
に

転
入
届
を
す
ま
せ
、
引
き
続
き
足
立

区
に
居
住
し
て
い
る
方
。

▼
足
立
区
内
で
転
居
し
た
場
合

昭
和
五
十
四
年
二
月
二
十
(
日
以

前
に
足
立
区
内
で
住
所
を
移
し
、
転

居
届
を
す
ま
せ
た
方
は
、
新
し
い
住

所
地
の
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
昭
和
五
十
四
年
三
月

一
日
以
後
、
転
ぎ
届
を
し
た
方
は
、

前
の
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

▼
足
立
区
外
に
転
出
し
な
場
合

投
票
日
(
四
月
二
十
二
日
)
以
前

に
足
立
区
外
に
住
所
を
移
し

た
方

は
、
投
票
す
る
こ
と
が
で

き

ま
せ

ん
。

投

票

所

入

場

整

理

券

投
票
所
入
場
整
理
獰
は
、
郵
便
で

お
送
り
し
ま
す
。

投
票
日
当
日
、
指
定
の
投
票
所
へ

必
ず
本
人
が
お
持
ち
の
う
え
、
投
粟

し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
入
場
整
理
券
は
、
都
知
事
選

挙
と
区
長
・
区
巌
会
議
員
遇
挙
の
二

つ
の
選
挙
に
使
用
し
ま
す
の
で
、
大

切
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

入
場
整
理
券
を
紛
失
し
た
方
は
、

本
人
が
直
接
投
票
所
へ
行
き
、
そ
の

旨
を
申
し
出
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
再

交
付
し
ま
す
。

不
在
者
投
票

次
に
あ
け
た
理
由
等
に
よ
り
、
投

票
日
に
投
票
所
へ
行
け
な
い
方
は
、

前
も
っ
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▽
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投
票
所
へ
行

け
な
い
方

▽
病
気
や
出
産
な
ど
で
入
院
す
る
た

め
、
投
票
所
へ
行
け
な
い
万

こ
れ
ら
の
理
由
に
該
当

す

る
万

は
、
投
票
所
入
場
整
理
券
と
印
か
ん

(
入
場
整
理
券
か
届
い
て
い
な
い
場

合
は
印
か
ん
だ
け
)

を
持
っ
て
、
区

選
挙
管
理
委
員
会
(
区
役
所
三
階
)

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
投
票
す
る
に
は
、
不
奩
'

投
票
の
理
由
や
行
き
先
な
ど
、
く
h

し
く
記
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

(
例―
仕
事
や
旅
行
の
場
合
、
出
一

先
や
旅
行
先
な
ど
)

▼
不
在
者
投
票
受
付
日
時

受
付
は
、
四
月
十
二
日
か
ら
四
月

二
十
一
日
ま
で
。
時
間
は
、
午
前
(

時
三
十
分
～
午
後
五
時
ま
で
で

す
。

◎
選
挙
に
つ
い
て
の
間
い
合
わ
せ

は
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
。

こ の 一 票 み ん な で 築 こ う 地 方 自 治      

寄
付
は
贈
ら
な
い

求
め
な
い

受
け
と
ら
な
い

政
治
家
や
候
補
者
な
ど
に
、

寄
付
を
求
め
た
り
、
ま
た
受
け

と
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
法
律

を
お
か
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

政
治
家
や
候
補
者
な
ど
は
、

い
つ
い
か
な
る
場
合
で
も
、
ま

た
選
挙
に
関
係
あ
る
な
し
に
か

か
わ
ら
ず
、
名
義
が
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
て
も
、
お
金
や
品

物
を
贈
る
こ
と
が
で

き

ま
せ

ん
。明

る
い
き
れ
い
な
選
挙
に
す

る
た
め
に
、
日
頃
か
ら
注
意
の

目
を
注
き
ま
し
I
つ
。

日
頃
か
ら

心
が
け
よ
う

き
れ
い
な
選
挙

申
請
は
お
す
み
で
す
か

私
立
幼
稚
園
な
ど
に
通
園

す
る
園
児
の
保
護
者
に
補

助
金
を
支
給
し
ま
す

「
区
の
お
知
ら
せ
」
(
二
月
五
日

兮
)
で
、
す
で
に
ご
案
内
し
ま
し
た

が
、
私
立
幼
稚
園
匍
よ
ぴ
幼
稚
園
類

似
施
設
園
児
の
保
護
者
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
区
で
は
補
助
金
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

区
外
の
私
立
幼
稚
園
ま
た
は
幼
稚

園
類
似
施
設
に
在
籍
す
る
園
児
の
保

護
者
で
、
ま
だ
手
続
き
を
し
て
い
な

い
方
は
至
急
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

区
内
の
私
立
幼
稚
園
ま
た
は
幼
稚

園
頬
似
施
設
に
通
園
し
て
い
る
園
児

の
保
護
者
に
つ
い
て
は
、
圜
で
申
請

済
で
す
。

な
お
、
幼
稚
園
類
似
施
設
と
は
、

補
助
金
基
準
に
該
当
し
た
園
で
、
保

育
所
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

受
付
場
所
　
教
育
委
員
会
幼
児
教
育

担
当
(
区
役
所
五
階
)

受
付
期
限
　
三
月
六
日
(
火
)

※
な
お
、
昭
和
五
十
三
年
度
の
補
助

金
を
期
限
ま
で
に
申
請
し
な
い
と
、

補
助
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
必
ず
期
限
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
教
育
委
員
会
幼
児
教
育

担
当

教
育
相
談
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、
教
育
相
談
室
(
　
八

五
九―
九
五
三
一
)
へ
ど
う
ぞ
。

お 気 軽 に ど う ぞ

国民年金相談

現
在
、
「
特

例
納
付
制
度
」

が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
制
度
に

つ
い
て
、未
納
・

未
加
入
の
方
か

ら
の
問
い
合
わ

せ
が
増
え
て
い

ま
す
。

そ
こ
で
、
区
で
は
次
の
と
お
り
年

金
相
談
を
行
な
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
　
三
月
七
日
(
水
)
　
午
前
十

時
～
午
後
三
時
三
十
分

場
所
　
区
役
所
一
階
第
一
会
議
室

問
合
せ
先
　
国
民
年
金
課

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

そ
っ
と
し
て
お
け
ば
差
別
は
な

く
な
る
で
し
ょ
う
か
(
2
)

同
和
対
策
審
議
会
の
答
申
に

は
、
「
い
か
な
る
時
代
が
こ
よ
う

と
、
ど
の
よ
う
に
社
会
が
変
化
し

よ
う
と
、
同
和
問
題
が
解
決
す
る

こ
と
は
永
久
に
あ
り
得
な
い
と
考

え
る
の
は
妥
当
で
な
い
。
ま
た
ね

た
子
を
起
こ
す
な
式
の
考
え
で
、

同
和
問
題
を
こ
の
ま
ま
放一
し
て

お
け
ば
社
会
進
化
に
と
も
な
い
、

い
つ
と
な
く
解
消
す
る
と
主
張
す

る
こ
と
に
も
同
意
で
き
な
い
」
と

明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
実
に
も
、
「
ね
た
子
を
お
こ

す
な
」
と
い
う
考
え
方
に
よ
っ
て
、

親
が
娘
に
同
和
地
区
出
身
で
あ
る

こ
と
を
隠
し
、
娘
は
結
婚
後
も
そ

の
こ
と
を
知
ら
な
い
ま
ま
に
き
ぴ

し
い
差
別
を
受
け
、
ひ
ど
い
手
口

に
よ
っ
て
離
婚
を
強
い
ら
れ
た
と

い
う
、
と
り
返
し
の
つ
か
な
い
不

幸
な
こ
と
が
お
き
て
い
ま
す
。
そ

し
て
そ
の
娘
は
「
両
親
も
学
校
も

そ
れ
を
教
え
て
く
れ
な
か
っ
た
」

と
酋
い
、
そ
の
親
は
「
は
じ
め
か

ら
酩
落
の
こ
と
を
教
え
て
お
け
ぱ

よ
か
っ
た

。
…
…
娘
に
は
す
ま
な

い
こ
と
を
し
た
」
と
後
悔
し
て
い

ま
す
。

相
手
の
立
場
を
無
視
し
て
、
離

婚
を
迫
る
夫
側
の
部
落
差
別
の
考

え
は
、
社
会
的
に
も
人
道
的
に
も

許
さ
れ
な
い
こ
と
で
す
。
双
方
に

同
和
問
題
に
対
す
る
正
し
い
理
解

と
認
識
が
あ
れ
ば
、
こ
ん
な
不
幸

な
こ
と
は
お
こ
ら
な
か
っ
た
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

「
ね
た
子
を
お
こ
す
」
と
い
う

こ
と
は
、
単
に
同
和
地
区
出
身
者

だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
私
た
ち

乂

ひ
と
り
の
人
権
問

題

と
し

て
、学
校
や
職
場
、
地
域
社
会
の
中

で
学
習
や
研
修
を
深
め
、
同
和
問

題
に
目
を
開
い
て
い
く
こ
と
が
、

「
ね
た
孑
を
お
こ
す
」
こ
と
に
つ

な
が
る
の
で
す
。
ま
た
こ
の
こ
と

は
、
今
ま
で
酋
わ
れ
て
い
る
よ
う

な
、
「
誰
そ
れ
が
同
和
地
区
出
身

で
あ
る
」
と
か
「
ど
こ
そ
こ
は
同

和
地
区
で
あ
る
」
と
い
っ
て
、
詮

索
し
た
り
口
外
す
る
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

同
和
問
題
は
、
現
実
に
生
き
て

い
る
社
会
問
題
で
す
。
区
民
一
人

ひ
と
り
か
、
こ
の
問
胆
を
自
分
自

身
の
問
題
と
し
て
受
け
と
め
、
差

別
の
な
い
明
る
い
社
会
を
一
日
も

早
く
実
現
す
る
た
め
に
努
力
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

◎
同
和
問
一
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
、
区
役
所
同
和
対
策
担
当

へ
。

募
集
し
ま
す

幼
児
グ
ル
ー
プ

対
象
　
昭
和
四
十
(
年
四
月
二
日

～
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
生
ま

れ
で
幼
稚
園

、
保
育
園
に
通
園

し
て
い
な
い
区
内
在
住
の
幼
児
(

た
だ
し
、
毎
回
母
親
が
同
伴

で
き
る
方
に
限
り
ま
す
)

期
間
　
四
月
二
十
日
～
九
月
二
十

一
日
ま
で
の
毎
週
金
曜
日
、
午

前
十
時
～
十
一
時
三
十
分
(
小

学
校
等
の
夏
休
み
期
間
は
除
き

ま
す
)

募
集
人
員
　
三
十
名
(
申
込
者
多

数
の
場
合
は
抽
せ
ん
)

場
所
　
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
　
絵
本
、紙
芝
居
な
ど
の
晄

み
き
か
せ
、体
青
遊
ぴ
、音
楽

リ
ズ
ム
活
動
、わ
ら
べ
う
た
、

絵
画
、工
作
な
ど

参
加
費
　
無
料

申
込
受
付
　
三
月
十
三
日
(
火
)

～
十
五
日
(
木
)
の
午
前
九

時
～
午
後
四
時
ま
で
。(
だ

だ
し
、
正
午
～
午
後
一
時
を

除
く
)
直
接
東
部
セ
ン
タ
ー

窓
口
で
保
護
者
が
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
東
都
区
民

福
祉
セ
ン
タ
ー
　

六
〇
五

丿
七
一
〇
一

入
寮
者
募
集

勤

労
青

少

年
寮

寮
の
所
在
地
　
千
佳
桜
木
二
丁
目
一

五
-
一一
一
〇
一

募
集
人
員
　
三
十
名

申
込
資
格
　
①
単
身
男
子
で
あ
る
こ

と
　
②
都
内
の
中
小
企
業
に
動
務

し
て
い
る
こ
と
　
③
年
齢
が
満
十

五
歳
～
澳
二
十
三
歳
ま
で
　
④
申

込
み
前
三
か
月
の
平
均
月
収
が
十

万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
　
⑤
従
業

員
寮
が
な
い
こ
と
、
ま
た
は
従
業

員
寮
が
あ
る
場
合
で
も
入
寮
で
き

な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
　
⑤
現
在

の
居
住
状
9
が
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
こ
と
・・・▼
一
人
当
り
の

居
室
面
積
が
四
・
九
平
方
㍍
以
下
(

三
畳
未
膺
)
の
場
合
　
▼
月
額

家
賃
が
平
均
月
収
の
二
十
%
以
上

の
場
合
　
▼
住
宅
と
み
な
せ
な
い

建
物
に
住
ん
で
い
る
場
合

申
込
・
問
合
せ
先
　

商
工
係

ご
利
用
く
だ
さ
い

住
宅
修
繕
資
金
融
資

申
込
資
格
　
▼
現
在
住
ん
で
い
る

住
宅
の
修
繕
で
あ
る
こ
と
　
▼

区
内
に
一
年
以
上
住
所
が
あ
る

こ
と
　
▼
申
込
時
の
年
齢
が
満

二
十
歳
以
上
、
六
十
五
歳
未
満

で
あ
る
こ
と
　
▼
連
帯
保
証
人

を
つ
け
ら
れ
る
こ
と

融
資
額
　
二
十
万
円
～
(
十
万
円

利
率
　
年
五
%
(
実
質
申
込
者
負

担
)

償
還
　

五
年
以
内
の
元
金
均
等
月

賦
申
込
に
必
要
な
も
の
　
申
込
書
(

区
民
係
に
あ
り
ま
す
)
、
工
事

見
積
I

、住
民
票
、納
税
証
明
一

問
合
せ
先
　
区
民
係

募
集
し
て
い
ま
す

職
業
訓
練
生

足
立
区
商
店
街
振
舞
組
合
連
合

会
で
は
、
商
業
従
業
者
ま
た
は
商

業
を
志
す
万
を
対
象
に
、
高
等
職

業
訓
練
校
を
開
校
し
て
い
ま
す

が
、
第
十
期
生
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

科
目
　
商
業
技
能
士
補
科
(
販
売

・
簿
記
科
)

訓
練
期
間
　
一
年
間
(
毎
週
一
回
)

申
込
期
限
　
三
月
二
十
日
(
火
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
区
商
連

高
等
職
業
訓
練
校
(
千
住
仲
町

三

足
立
区
商
振
連
会
館
六
階

(
八
一
一
九

二
一
こ

国
保
直
営
温
泉
保
養
所
「
伊
豆
高
原
あ
だ
ち
荘
」

一
般
区
民
の
方
の

利
用
申
込
日
が
変
わ
り
ま
す

従
来
、
足
立
区
国
保
加
入
世
帯

以
外
の
区
民
の
方
々
の
申
込
日

は
、
利
用
の
初
日
の
十
日
前
か
ら

三
日
前
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
し
た

か
、
こ
れ
ら
の
方
々
の
便
宜
を
は

か
る
た
め
、
利
用
日
の
二
十
日
前

か
ら
受
付
け
る
こ
と
に
変
更
し
ま

し
た
。

《
例
》
　
四
月
二
十
一
(
日
!
一

十
七
日
の
利
用
の
場
合
=
・
申

込
日
は
、
四
月
六
日
と
な
り

ま
す

な
お
、
足
立
区
国
保
加
入
世
帯

の
申
込
日
は
、従
前
ど
お
り
変
更

な
く
、
利
用
の
初
日
の
一
か
月
前

の
当
骸
日
か
ら
三
日
前
の
日
ま
で

で
す
。

問
合
せ
先
　
国
民
健
康
保
険
課

湯
河
原
区
民
保
養
所
の

食
事
料
金
を
改
定
し
ま
す

讌
河
原
区
民
保
養
所
「
あ
だ
ち

荘
」
の
食
事
料
金
は
、
昭
和
五
十

年
三
月
開
所
以
来
す
え
置
い
て
き

ま
し
た
が
、四
月
一
日
利
用
分
か

ら
次
の
と
お
り
改
定
に
な
り
ま

す
。あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

▼
大
人
用
食
事
(
朝
・
夕
二
食
)

新
料
金
　
千
五
百
円
(
旧
料
金

千
円
)

▼
子
供
用
食
事
(
朝
・
夕
二
食
)

斬
料
金
　
七
百
円
(
旧
料
金

五
百
円
)

◎
な
お
、
使
用
料
金
は
、
大
人
―

千
五
百
円
、子
供
―
(
百
円
で
、

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先
　
区
民
係



区 の お 知 ら せ第472号( 3)

がんは早期発見
早期治療が
決め手です

検
診
は
す
す
ん
で
受
け
ま
し

ょ
う
健
康
は
わ
た
し
た
ち
の
宝
で
す

区
で
は
、
胃
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
を
次
の
よ
う
に
実
施
し
ま
す
。

早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た
め
に
も
ぜ
ひ
お
受
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
回
か
ら
足
立
保
健
所
・
千
住
保
健
所
の
管
轄
を
問
わ
ず
、

足
立
保
健
所
が
窓
口
と
な
っ
て
募
集
し
ま
す
の
で
、
診
療
対
象
に
な
っ

て
い
る
方
は
、
お
気
軽
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
健
康
管
理
の
う
え
か
ら
も
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
栄
養
講
習

会
や
母
親
学
級
も
開
催
し
ま
す
の
で

、
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

胃
が
ん
検
診

子
宮
が
ん
検
診

胃
が
ん
検
診

対
象
　
区
内
居
住
者
(
足
立
保
健
所
・

千
住
保
健
所
の
管
轄
を
問
わ
ず
)

で
、
潤
三
十
五
歳
以
上
の
万
。
ま

た
、
過
去
一
年
以
内
に
胄
か
ん
検

診
を
受
け
て
い
な
い
方
。

検
診
場
所
(
定
員
)

(
ア
)
保
健
セ
ン
タ
上
三
百
六
十
名
)

(
イ
)
足
立
保
健
所
(
百
六
十
名
)

(
ウ
)
千
住
保
健
所
(
二
百
名
)

(
エ
)
都
か
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
(
二
百

四
十
名
)

検
診
日
　
四
月
～
六
月
中

《
ご
注
意
》
胄
の
手
術
を
し
た
方
や

現
在
胃
病
で
治
療
中
の
方
は
受
診
で

き
ま
せ
ん
。

※
検
診
日
時
に
つ
い
て
は
、
申
込
者

に
別
途
通
知
し
ま
す
。

子
宮
が
ん
検
診

対
象
　
区
内
居
住
者
で
、
潤
三
十
歳

以
上
の
女
性
。
ま
た
、
過
去
一
年

以
内
に
子
吉
が
ん
検
診
を
受
け
て

い
な
い
方
。

検
診
場
所
(
定
員
)

(
ア
)
保
健
セ
ン
タ
ー
(
百
二
十
名
)

(
イ
)
都
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
(
(
十

名
)

検
診
日
　
(
ア
)
四
月
十
三
日
・
二
十
七

日
、五
月
十
一
日
・
二
十
五
日
、

六
月
(
日
・
二
十
二
日
(
各
二
十

名
)
　
(
イ
)
五
月
二
十
二
日
(
五
十

名
)
・
二
十
三
日
(
三
十
名
)

《
ご
注
意
》
生
理
の
初
日
か
弓
十
日

閊
は
検
診
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法
　
冐
が
ん
・
子
宮
が
ん
検

診
と
も
往
復
(
ガ
キ
で
申
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

な
お
、
返
償
用
(
ガ
キ
に
も
住

所
、
氏
名
を
明
記
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
期
限
　
三
月
十
日
(
当
日
消
印

有
効
)

◎
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、抽
せ
ん

と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所
業

務
第
一
係
　
　
八
五
五一
四
一
五

一
※
昭
和
五
十
三
年
九
月
に
、足
立
保

健
所
に
子
宮
が
ん
検
診
を
申
し
込
ま

れ
た
方
に
つ
い
て
は
、順
次
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、通
知
の
届
く
ま
で

お
待
ち
く
だ
さ
い
。

〔ハ ガキ記 入例〕

胃がん検診

子 宮 が ん 検 珍

栄
養
講
習
会

母
親
学
級
な

ど栄
養
講
習
会

日
時
　
三
月
九
日
(
金
)
　
午
後
一

時
三
十
分

場
所
　
足
立
保
健
所
栄
養
室
(
竹
の

塚
駅
下
車
　
徒
歩
五
分
)

内
容
　
高
血
圧
や
肥
滴
の
方
の
食
事

申
込
受
付
　
受
講
希
望
者
は
、直
接

会
場
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所
栄
養
指
導

担
当
　
　
(
五
五一
四
一
五
一

母
親
学
級

仕
事
を
お
持
ち
の
妊
婦
さ
ん
の
た

め
に
一
日
で
終
了
す
る
母
親
学
級
を

開
催
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時
　
三
月
十
日
(
土
)
　

午
後
一

時
～
四
時

場
所
　
千
住
保
健
所
講
堂

定
員
　
二
十
五
名

内
容
　
妊
娠
中
の
生
理
、
衛
生
、
栄

養
、
お
産
の
あ
と
の
健
康

、
新
生

児
の
扱
い
方
、
赤
ち
ゃ
ん
の
育
て

方

、
質
疑
応
答

申
込
方
法
　
三
月
(
日
(
木
)
ま
で

に
、電
話
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
千
住
保
健
所
業
務
係
　

(
(
(

―
四
二
七
七

育
児
相
談

日
時
　
三
月
七
日
(
水
)
　
午
前
九

時
～
十
時
三
十
分

内
容
　
身
体
測
定
、
育
児
と
栄
養
指

導
持
参
す
る
も
の
　
母
子
健
康
手
帳
、

お
む
つ

場
所
・
問
合
せ
先
　
江
北
保
健
相
談

所
　
　
(
九
六一
四
〇
〇
四

心
臓
病
を
も
つ

親
の
つ
ど
い

都
で
は
心
臓
病
の
お
子
さ
ん
を
お

も
ち
の
ご
家
族
の
方
に
、小
児
心
臓

病
に
対
す
る
正
し
い
知
識
と
理
解
を

深
め
、
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ

う
、
次
の
と
お
り
催
し
を
行
な
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
　
三
月
十
日
(
土
)
　
午
後
〇

時
四
十
五
分
開
場

場
所
　
四
谷
公
会
堂
(
地
下
鉄
丸
の

内
線
新
宿
御
苑
前
下
車
五
分
)

内
容
　
①
講
演
「心
臓
手
術
と
術
後

の
生
活
」　
②
日
常
生
活
と
医
療

相
談

問
合
せ
先
　
東
京
都
衛
生
局
公
衆
衛

生
部
母
子
衛
生
課
(
　
二
匸
〒

三
(
三
五
)

区 民 カ レ ン ダ ー
( 3月5日～4月4日)

日曜日・祝日の急病に

休日診療所
休日凖夜間診療所

日
曜
日
や
祝
日
に
急
病
に
な
っ
た
方

の
た
め
に
、休
日
診
療
所
・
休
日
準
夜

間
診
療
所
(
診
療
利
目
-
内
科
・
小
児

科
)
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

診
療
を
受
け
る
方
は
、
必
ず
保
険
証

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
な
お
、
保
険
証

を
忘
れ
ま
す
と
、
全
額
自
己
負
担
に
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

□
休
日
診
療

受
付
時
間
　
午
前
十
時
～
午
後
四
時

休
日
診
療
所
名

▽
千
住
休
日
診
療
所
{
千
住
仲
町
}
五

(
七
〇
I
○
四
六
一
)

▽
竹
の
塚
休
日
診
療
所
(
竹
の
塚
一
〒

二
五
上
二
　
　
(
五
〇
1
(
(
〇

一
)

▽
東
和
休
日
診
療
所
(
東
和
四
一
一
〇
-

三
　
　

六
二
九
-
七
(
(

一
)

▽
江
北
休
日
診
療
所
(
江
北
六
I

二
(

上

〒

一
〇
一
　
　
(

九
六
一

四
〇

〇
四
)

□
休
日
準
夜
間
診
療

受
付
時
間
　

午
後
五
時
～
午
後
九
時
三

十
分
(
診
療
開
始
は
、
五
時
三
十
分
)

休
日
準
夜
間
診
療
所
名

▽
千
住
休
日
診
療
所

▽
竹
の
塚
休
日
診
療
所

問
合
せ
先
　
足
立
区
医
師
会
(
　
(

八

一
一
九
(

六
一
)
・
区
役
所
保
健
予

防
係

歯
科
衛
生
士

パ
ー
ト
募
集

足
立
保
健
所
・
千
住
保
健
所

で
は
、
歯
科
衛
生
士
の
資
格
の

あ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、各
保
健
所
へ
。

問
合
せ
先
　
▼
足
立
保
健
所
　

(
五
五
-
四
一
五
一
　
▼
千

住
保
健
所
　
　
(
(
(
-

四
二

七
七

入
園
児
募
集
中

区
立
上
総
湊
養
護
学
園

お
子
さ
ん
の
健
康
の
増
進
を
図
る

と
と
も
に
、
よ
い
習
慣
を
身
に
つ
け

さ
せ
な
が
ら
、
か
学
校
の
教
科
課
程

を
修
得
さ
せ
る
学
園
で
す
。

所
在
地
　
千
葉
県
富
津
徇
洟
七
七
一
二

(
内
房
線
上
総
墺
駅
下
車
)

入
園
資
格
　
小
学
校
三
年
生
か
ら
小

学
校
六
年
生
ま
で
の
、ぜ
ん
そ
く
、

肥
満
、
虚
弱
、
偏
食
等
の
児
童

入
園
期
間
　
昭
和
五
十
四
年
四
月
～

昭
和
五
十
五
年
三
月
(
夏
休
み

、

冬
休
み
は
区
内
小
学
校
と
同
様
)

定
員
　
五
十
名

経
費
　
一
日
四
百
円

申
込
方
法
　
各
小
学
校
長
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
三
月
十
五
日
(
木
)

問
合
せ
先
　
学
校
、ま
た
は
教
育
委

員
会
学
校
保
健
係

広
報
映
画
(
健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
編
、環
境
編
、防
災
編
等
)

を
貸
出
し
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
は
、区

役
所
広
報
課
へ
ど
う
ぞ
。

催
し
も
の
あ
ん
な
い

教
養
講
座

区
民
の
皆
さ
ん
の
文
化
的
教
養

を
深
め
る
た
め
、次
の
と
お
り
教

養
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
三
月
十
日
(
土
)
　
午
後

二
時
～
四
時
(
費
用
無
料
)

場
所
　
区
青
年
館

対
象
　
一
般
区
民
、
参
加
自
由

演
題
・
講
師
　
「小
菅
県
と
報
恩

社
講
」-
羽
田
栄
太
氏
、
勝
山

準
四
郎
氏

問
合
せ
先
　
文
化
係

足
立
区
少
年
鼓
笛
隊
・

合
唱
団
練
習
発
表
会

昨
年
四
月
新
隊
団
員
を
む
か

え
、こ
の
一
年
間
元
気
に
活
助
を

続
け
て
き
ま
し
た
。そ
の
成
果
を
、

ぜ
ひ
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

日
時
　
三
月
十
日
(
土
)
午
後
二

時
場
所
　
区
文
化
会
館

問
合
せ
先
　
青
少
年
係

消
費
者
教
室

日
時
　
三
月
十
二
日
(
月
)
　
午

後
一
時
三
十
分

場
所
　
消
費
者
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ
　
「衣
料
品
の
手
入
れ
と

保
管
」(
費
用
無
料
)

講
師
　
都
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
環
境
衛

生
同
業
組
合
　
佐
々
木
氏
他

問
合
せ
先
　
消
費
者
セ
ン
タ
ー
　

(
七
〇
-
一
三
九
一

1
6ミ
リ
映
写
機

操
作
再
購
習
会

日
時
　
三
月
士
二
日
(
火
)
　

午

後
三
時
～
七
時

場
所
　
区
青
年
館

内
容
　
▽
新
機
租
に
よ
る
操
作
技

術
指
導
　
▽
フ
ィ
ル
ム
・
フ
ォ

ー
ラ
ム
に
つ
い
て
(
費
用
無
料
)

申
込
方
法
　
区
内
在
住
・
在
勤
の

方
で
、賢
格
取
得
者
は
修
了
証

を
お
持
ち
の
う
え

、
直
接
会
楊

へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
文
化
係

東
部
セ
ン
タ
ー

■
つ
ま
み
画
教
室

日
時
　
三
月
十
三
日
(
火
)
午
後

一
時

費
用
　
初
級
向
・・一
二
千
円
、
中
級

向
…
三
千
五
百
円

■
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
講
習
会

日
時
　
三
月
十
九
日
(

月
)
午
前

十

】時
三
十
分

費
用
　
三
千
五
百
円
(
洋
食
フ
ル

コ
ー
ス
の
マ
ナ
ー
)

定
員
　
七
十
名

申
込
・
問
合
せ
先
　
い
ず
れ
も
、

東
都
セ
ン
タ
ー
(
　

六
〇
五
I

七
一
〇
一
)

経
済
講
演
会

足
立
区
と
東
京
商
工
会
議
所
足

立
支
部
で
は
、
次
の
と
お
り
経
済

講
演
会
を
鬨
催
し
ま
す
。

日
時
　
三
月
二
十
日
(
火
)
　
午

後
二
時
～
四
時
(
費
用
無
料
)

場
所
　
産
業
振
興
館
(区
役
所
隣
)

テ
ー
マ
　
景
気
助
向
と
申
小
企
業

講
師
　
日
本
経
済
復
興
協
会
理
事

長
　
竹
村
忠
雄
氏

問
合
せ
先
　
商
工
係

家
庭
婦
人

ス
ケ
ー
ト
教
室

日
時
　
三
月
十
三
日
(
火
)
・
十

五
日
(
木
)
・
十
七
日
(
土
)

午
前
十
時
～
正
午

場
所
　
ヤ
コ
ウ
ス
ケ
ー
ト
プ
ー
ル

(東
武
線
谷
塚
駅
前
)

受
講
料
　
千
(
百
円
(貸
靴
無
料
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
区
ス
ケ
ー
ト

連
盟
　
　
(
(
一一
九
〇
六
五

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
夕
ベ

日
時
　
三
月
十
五
日
(
木
)
　

午

後
六
時
三
十
分
～
九
時

場
所
　
千
寿
第
三
小
学
校
体
胃
霸

参
加
費
　
無
料
(
初
心
者
歓
迎
)

問
合
せ
先
　
区
フ
ォ
-
ク
ダ
ン
ス

連
盟
　
　
(
(

一
一
九
〇
六
五

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
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住民税の申告は

もうおすみですか
――提出期限は3月15日――

申 告 書 の 提 出 場 所
ことしも個人住民税の申告時期が近づい

てきました。
申告書は、区役所、または第二庁舎の課

税課、もしくはもよりの出張所へ提出して
ください。
なお、申告の便宜を図るため、返信用封

筒をご利用ください。また、記入方法等わ
からない人は、次のとおり課税課職員が出
張受付を行ないますので、お気軽にご来所

くだ さい。

◎ 3月10日( 土) ・12日( 月) →場所…常

東出張所、第3出張所～第12出張所

◎ 3月13日( 火) ・14日( 水) →場所…第

13出張所～第20出張所、東綾瀬出張所、東

栗原出張所、鹿 浜出張所 、花畑出張所

受付時間は10日( 土) は午前9時～正午、

12日( 月) ～14日( 水) は午前9時～午後

4時。

住民 税と は
一般に、遒府県民税( 東京都においては都

民税といいます) と市町村民税( 束京都23区

においては特別区民税といいます) を合わせ
て住民税とよばれています。
私達にとって日常生活に関係の深い警察・

消防・ごみ・教育など身近な仕事の費用を、
自分達の所得の中からそれぞれの負担能力に

応じ直接分妲し合うという性格の税金です。
住民税は所得金額に応じて納税する所得割

と、応益性という性格の均等割とがあります。
したがって、所得税よりも納める人の範囲

は広く、税率も低く定められています。
住民税は、正しく申告された内容により適

正な税額計算がされ、その税額を通知し、そ
れによって納税していただく制度です。
住民税は、市町村の歳入のなかでも自主財

源として住民の声を反映できる資金になって

います。
昭和52年度23区住民税の一世帯当たりの平
均は123, 467円になっています。
足立区の昭和52年度住民税の一世帯当たり

平均は86, 274円でした。

申告書を郵送しなかった人
①前年税務署に確定申告書を提出された人
②前年度住民税を特別徴収されている人
③前年中に所得がないと思われる人
※ ①～③で今年該当しない人については、

ご連絡くだされぼ申告書を郵送します。

住民税を納める人
①前年中に所得があった人で、54年1月1

日現在足立区内に住んでいた人
②足立区内に事務所や事業所、家屋敷を有

し、足立区外に住んでいる人

住民税が課税されない人
次に該当する人でも、区役所から申告黹の
届いている人は、非課税証明書の発行などの

基礎資料となりますので、提出にご協力くだ
さい。
◎ 均等割も所得割もかからない人

① 前年 中に所得 がなか った人

② 生活保護法に よって生 活扶助を受け て

い る人
③障 害者・老年 者・寡婦 ・未成年者 で前

年 中の所得が80 万円以下( 給与所得 者は

支払 金額で1, 334, 000 円 未満) であ った人

◎ 均等割がかからない人
①前年の合計所得が( 控除対象配偶者+

扶養人数+1) × 19万円以下の人
②均等割の納税義務を負う夫と生計を一

にする妻

損をしないために

あなたは、申告書の記入もれ等に より損を

していませんか?
すでに提出済で記入もれがある人は、すぐ

に修正手続きをしてください。
次の所得控除欄が記入もれになっている場
合が多々ありますので、沌意してください。

配 偶 者 控 除 欄
納税者と生計を一にする配偶者( 婚姻届の

提出されている妻または夫) で、次に該当す
る人を記入してください。
①前年中に所得がなかった人
②前年中の合計所得が20万円( 給与所得者
は支払金額で70万円になります) 以下の人
また自己の勤労によらない不動産・利子

配当所得等の場合は、10万円以下の人
③前年中に死亡した人で、①または②に該

当する人

扶養控除欄

納税者と生計を一にする親族( 配偶者を除

く、父・母・子等年齢に制限はありません)

で、次に該当すろ人を記入してください。

①前年 中に所得がな かった人

②前年 中の合計所 得が20万円( 給与所得者

は支払金 額で70万 円、老乍者で 公的 年金受

給者は年 金支払金 額が148 万円に なります)

以下 の人。

また自己の勤労によらない不動産。利子

配当 所得等の場合は 、10万 円以下 の人。

③ 前年中に死 亡し た人で、 ①または②に該

当 する人。

そ の 他 控 除 欄
所得控除にはいろいろな種類がありますの
で、申告書の手引等を参照してください。

所 得 税 の 還 付
前年の中途で就・退喊したサラリーマンの

人で、年末調整を受けなかった人は、税務署
に確定申告することにより、所得税の還付が
受けられる場合があります。

個人住民税の計算方法
年税額=特別区民税所得割額+都民税所得割額+均等割額( 2, 000円)

◎ 所得割の計算方法
( 所 得金額- ①所得控除額) × ②税率- ③税額控除= 所 得割額
課税標準額( 1, 000 円未満切捨)

① 所 得 控 除
次の穐類があり、これに該当する場合は、

所 得金額から 差し引 くことがで きます。

1. 　雑損控除…… ( 損害金額-保険金などで
うめられた金額) - ( 所得金額× 1/ 10)

2. 　医療控除… ( 支払った医療・医薬費の総
額-保険金などでうめられた金額) - ( 所
得金額× 5/ 100)
※ 所得金額× 5/ 100 が5 万円を超える場合

は5 万円とする。
※ 控除額の最高限度は200 万円です。
※ 領収書の添付が必要です。

3. 　社会保険料控除… 53年中に支払った金額
4. 　小規模企業共済等掛金控除… 53年中に支

払った金額
5. 　生命保険料控除… 53年中に支払った保険
料が
( 1) 15, 000円以下…全額

( 2) 15, 001円～40, 000円…
支 払 っ た 保 険 料2

+7, 500 円
( 3) 40, 001円～70, 000円…

支払った保 険料
4

+17, 500円
( 4) 70, 000円超… 35, 000円

※ 年額保険料が9, 000 円を超えるものにっ

いては証明書が必要です。
6. 　障害者控除… 18万円( 特別障害者20万円)

7. 　老年者控除… 18万円
8. 　寡( か)婦控除… 18万円
9. 　勤労学生控除… 18万円
10. 配偶者控除・・・20万円

11. 扶養控除…
( 1) 　配偶者がい る場 合… 1 人目 から19 万円

( 2) 　配偶者がいな い場合… 1 人目20 万円

2人目 から19 万 円

( 3) 　老人扶養親族… 20 万円

12. 基礎控除… 20万円

問い合わせ先

区役所第一課税係… ……　882- 1111

第二庁舎第二課税係……　889- 6161

② 税率( 所得割額の出し方)

下の速算表( 課税標準額× 税率-速算控除

額) により計算してください。
特別区民税所得割額と都民税所得割額とは
別 に々計算します。
〔例〕 課税標準額が40万円の場合

・特別区民税所得割額
400, 000円× 3/ 100- 3, 000円=9, 000円

・都民税所得割額
400, 000円× 2/ 100=8, 000 円

所 得 割 額速 算 表

③ 税 額 控 除

所得割額から控除されるもので、53年中に
配当所得があった場合に控除されます。
控除額は…
特 別区民 税分… … 配当所得金 額の2. 0%

都民税分… … … …配当所得金額の0. 8%

ただし、課税総所得金額、土地等にか

かる課税事業所碍等の金額、課税長期( 短

期) 譲渡所得金額の合計額が、1, 000万

円を超える部分の配当所得金額について

は 、この率 のそれぞれの半 分です。

掲
示

板

違
反
屋
外

広
告
物
を
撤
去

立
看
板

、
は
り
紙

、
は
り
札
等

を
逎
路
上
の
一
柱
、
街
路
樹
等
に

掲
出
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

、

(
東
京
都
屋
外
広
告
物
条
例
)

最
近
、銜
の
美
感
上
も
悪
い
し
、

危
険
で
あ
る
等
の
苦
情
が
区
民
の

方
か
ら
係
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

違
反
屋
外
広
告
物
の
掲
出
者
は
、

す
ぐ
に
撒
去
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
区
で
は
、
三
月

二
十

日

(
火
)
に
こ
れ
ら
の
違
反
屋
外
広

告
物
を
撤
去
し
ま
す
。

ま
た
、
広
告
物
を
屋
外
に
掲
出

す
る
に
は
、
一
部
を
除
き
区
長
の

許
可
が
必
要
で
す
。

く
わ
し
く
は
、生
活
環
境
係
へ
。

定
時
制
高
校

生
徒
募
集

都
立
上
野
忍
岡
高
校
で
は
、
定

時
制
課
程
の
生
徒
そ
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

施
設
・
設
備
も
整
い
、
完
全
給

食
で
す
。
ま
た
健
康
相
談
や
就
職

の
相
談
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

願
書
受
付
　
四
月
二
日
(
月
)
～

五
日
(
木
)

検
査
日
　
四
月
六
日
(
金
)

提
出
・
問
合
せ
先
　

都
立
上
野
忍

閊
高
校
(
台
東
区
北
上
野
一
〒

二
四
一

一
四
　
　
(

四
一
-
ヒ

九
一
六
)
　

電
話
で
ご
連
絡
く

た
さ
い
。

パ
イ
プ
た
ば
こ

吸
い
方
教
室

日
本
専
売
公
社
足
立
営
業
所
で

は
、
パ
イ
プ
た
ば
こ
の
吸
い
方
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

パ
イ
プ
た
ぱ
こ
の
楽
し
み
と
、

喫
煙
マ
ナ
ー
の
向
上
の
た
め
、ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
二
月
九
日
(
金
)
　

午
後

一
時
气
十
分

場
所
　
区
産
業
振
興
館

会
費
　
無
料
(
パ
イ
プ
た
ば
こ
、

パ
イ
プ
、
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
等
専

売
公
社
が
提
供
し
ま
す
)

定
員
　
先
着
五
十
名
で
締
切

申
込
・
問
合
せ
先
　
日
本
専
売
公

杜
足
立
営
業
躅
　
　
(
(

二
-

九
四
八
一

固
定
資
産

課
税
台
帳
の
縦
覧

間
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

は
、
こ
の
機
会
を
r
利
用
く
だ
さ

い
。
期
間
中
は
無
料
で
す
。

ま
た
、三
月
十
五
日
は
個
人
事

業
税
、
事
業
所
税
(
佃
人
分
)
の

申
告
期
限
で
す
。
お
早
目
に
ご
申

告
く
だ
さ
い
。

縦
覧
期
間
　
四
月
二
日
へ
月
)
～

四
月
二
十
一
日
(
土
)

対
象
　
固
定
資
産
の
所
有
者
お
よ

ひ
そ
の
関
係
者
(
関
係
者
は
そ

れ
を
証
明
す
る
書
類
が
必
要
)

場
所
　
二
十
三
区
内
都
税
事
務
所

く
わ
し
く
は
、足
立
都
税
事
務

所
(
　
(
(
二
-
二
二
一
)
へ
。

電
話
局
か
ら

の
お
願
い

毎
年
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て

は
、転
勤
な
ど
に
よ
る
引
越
し
の

シ
ー
ズ
ン
の
た
め
、竜
話
の
移
転

が
多
く
電
話
局
は
大
変
混
み
合
い

ま
す
。
電
話
の
移
転
な
ど
の
予
定

が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
お
早
目
に

電
話
局
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

電
話
局
で
は
、
ご
希
望
の
日
に

工
事
が
で
き
る
よ
う
予
約
を
受
け

つ
け
て
い
ま
す
。

所
得
税
等

申
告
は
お
早
め
に

所
得
税
、贈
与
税

、僅
民
税
の
申

告
は
、
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

申
告
が
ま
だ
の
方
は
お
早
目
に
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、税
務
署
で
a
土
曜
日
の

午
後
と
休
日
は
事
務
牙
行
な
っ
て

い
ま
せ
ん
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
駐
單
場
が
狹

い
た

め
、
車
で
の
ご
支
署
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
、

く
わ
し
く
は
、足
立
税
務
署
(
　

(
八
(
上
(
二
四
一
)
　
西
新
井

税
務
唇
(
　
(
四
〇
一
一
コ
一
)

へ
。

NA. Y　218, 000


